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　　　REGISTER　is　a　computer－based　system　for　retrieval　of　research　projects　currently　conducted

in　Japan　covering　all　fields　of　science　and　technology，　has　been　developed　since　1970，　and　started

its　actual　operation　in　1972．　Over　and　beyond　the　operation　of　the　system，　the　Division　of　System

Development，　Japan　Science　Foundation，　performs　various　investigations　needed　for　improving　the

system　and　developing　a　new　system　called　RECRAS　aimed　at　retrieving　the　same　kind　of　in－

formation　on　current　research　projects　in　the　fields　of　agriculture，　forestry　and　fishery　in　Japan．

　　　The　main　subject　of　the　present　paper　is　one　of　experimental　studies　executed　by　the　said

Division　concerning　the　quantitative　relation　between　the　number　of　codes　in　searching　formulas

and　the　number　of　research　projects　retrieved．　For　understanding　the　system，　REGISTER，　how－

ever，　t．he　writers　describe　its　outline　in　the　first　part　of　the　paper，　and　then，　deal　with　the　ex－

perimental　study．

　　　The　data　base　of　REGISTER　is　formed　by　assigning　to　research　project　classification　codes

according　to　a　decimal　claqwsification　scheme　of　four　digits，　CST，　using　a　multi－aspect　post－coordi－

nating　method．　The　retrieval　is　conducted　by　using　and－logi’cal　expressions　consisting　of　these

classification　codes　as　searching　formulas．

　　　Concerning　the　quantitative　relation　between　the　number　of　codes　in　searching　formulas　and

the　number　of　research　projects　retrieved　by　matching　to　the　searching　formulas，　the　writers

assume　that　“the　logarithm　of　the　number　of　research　projects　retrieved　becomes　a　linear　func－

tion　of　the　number　of　codes　used　in　searching　formulas，　and　the　regression　coetiicient　is　negative，”

or　our　hypothesis　is　formularized　as　follows：
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where，　Y　is　the　number　of　research　projects　retrieved，　X　the　number　of　codes　in　searching　for－

mulas，　bo　a　constant　term，　and　bi　a　regression　coeflicient．

　　The　retrieval　experiment　was　performed，　using　the　data　file　of　8，515　research　projects，　having

more　than　four　codes　selected　from　the　data－base　of　REGISTER．　The　searching　formulas　consis－

ting　of　four　codes　of　four　digits　in　and－logic　relations，　of　three　codes　of　the　same，　of　two，　and

of　one，　formed　one　set，　and　a　total　of　188　sets　of　theqwe　formulas　were　used　for　the　experiment．

Also　a　total　of　133　sets　of　searching　formulas　having　more　generic　three－digit　codes　were　formed

for　the　experiment．

　　The　result　of　the　retrieval　experiment　which　supports　the　hypothesis　was　obtained．　The

data　obtained　from　the　experiment　are　approximately　agreed　with　the　assumptions　which　the

writers　expected　at　the　time　of　making　the　hypothesis．　The　correlation　between　the　number　of

codes　used　in　searching　formulas　and　the　number　of　research　projects　retrieved　was　very　high

and　its　coe丘icient（r）was　between－0．857　and－0．902．
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VI．あとがき

1．まえがき

　現在，日本で進行中の科学技術に関する研究’課題を検

索するためのシステムには，科学技術研究情報検索シス

テム（Retrieval　System　for　General　Information　of

Scientific　and　Technological　Research，以下REGI－

STERという），農林試験研究課題検索システム　（Re－

trieval　System　for　Current　Research　of　Agricultural

Sciences，以下RECRASという），およびJICSTク

リアリングサービスがある。1・2）

　REGISTER3）は，日本科学技術振興財団が開発し運

営しているシステムであって，科学技術全分野を対象と

し，現在実用に供しつつ，システム改善が行なわれてい

る。　RECRAS4）は，農林省が開発しつつあるもので，

農林水産技術分野を対象とし，現在データ蓄積とシステ

ム改善が行なわれている。

　JICSTのクリアリン．グサービス5）は，現在，ダイレ

クトリーを出版する形で行なわれている。

　筆者らは，1970年（筆者のひとり五十嵐は1971年）

以来REGISTERの開発に従事し，1972年度からは，

その運営およびRECRASの開発実務を担当している。

　REGISTERとRECRASは，互いに類似の思想によ

ったものであり，システム全体としては，マン・マシン

・コオペレーションシステムである。インデクシングお

よび検索には，多観点の事後組み合せ（Post－coordina－

tion）方式で，十進数形式の分類表（REGISTERでは
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科学技術分類表一Classi丘cation　of　Science　and　Tech－

nology，以下，　CSTという一，　RECRASでは農業技

術分類表一Classi丘cation　of　AgricUltural　Science　and

Technology，以下CASTという）を用いている。

　インデクシングに当っては，ひとつの研究課題に対し

て，大部分の場合，複数個の分類項目（現実には，CST

またはCASTの分類項目に対応する分類函数）が指定

される。

　検索は，第1次に主として分類旨趣による検索を機械

で行なって課題を出力し，その結果にもとづいて，人手

による第2次の検索が行なわれる。

　システム運用の効率．ヒ，機械検索で出力される課題数

は，ひきつづいて行なわれる人手による検索に必要かつ

最小限であることが望まれる。そのためには，検索式の

構成と，検索された課題数との間の定量的関係を知るこ

とが有用である。

　REGISTERおよびRECRASにおける検索は，一般
的にいえば，つぎのようになる。すなわち，ある定まっ

たインデクスの集合のなかから複数個のインデクスを任

意に選んで，検索対象に付与してファイルを作り，この

ファイルから，複数個のインデクスを構成要素とする検

索式で検索を行なう。

　検索式が，複数個のインデクスを含み，かつインデク

スが互いに論理積の関係にある場合は，式に含まれるイ

ンデクスの個数が増加すれば，検索式に該当する検索対

象の個数は減少することが当然予想される。しかし，こ

れがどのような定量的関係を持つかにつ〉・ての，一般化

された実証的研究報告については，筆者らは寡聞にし

て，日本国内では，その例を知らない。外国について

は，少なくとも米国国立医学図書館（NLM）の医学文献

情報検索システム（MEDLARS）においては，このよう

な研究報告はないとのことである。5）

　本報告は，上記の定量的関係について，理論的に仮説

を立て，REGISTERを使用した実験によって検証を行

なったものである。

　筆者らは，REGISTERおよびRECRASにおいて，

システム運用上発生する技術的問題を解明するための研

究を行なっていて，本報告はそのうち今日までに得られ

た結果の一部である。

II．　REGISTERの概要

A．目的と機能

REGISTERの開発を促したのは，財団で運営してい

る科学技術館における業務上の必要性であった。

　科学技術館は，1964年に開設された日本最大の理工学

博物館であって，展示を主な活動としている。博物館活

動を進めるためには，常に，科学技術に関する最新の情

報を収集する必要がある。情報収集の対象としては，図

書，雑誌，カタログ等の文書資料だけでは不充分であり，

より新しい情報をつかむための適切な方法が要請されて

いた。

　また，科学技術館に対しては，多くの一般市民および

科学技術者から，科学技術．ヒの質問が寄せられる、，しか

し，それらの質問に対し，旧館のみの力で満足な回答を

することは甚だ困難である。この場合，どこに聞けばよ

いかを答えるよう努力してきた。そこで，どんな研究が

どこで行なわれているかについての情報が必要となっ

た。

　科学技術に関する研究機関では，年報等を発行してい

るところが多く，それらによりそこで“なに”を研究し

ているかを知ることはできる。また，各機関の資料を集

めて一・・i覧とした資料も，不完全ながら存在するので，特

定の研究機関で行なっている研究課題を知ることは容易

である。

　しかし，これらの資料からは，“どこ”で“なに”をに

関する情報が得られるのであって，“なに”は“どこ”で

に関する情報は得られない。REGISTERの開発は，科

学技術全般にわたって「“なに”は“どこ”で研究してい

るか」に答えるサービスシステムとして進められたので

ある。

　現在，REGISTERによって次のようなサービスが可

能である。

　1．特定の内容をもつ，現在進行中の研究課題名を知

らせる。

　2．特定の問題について，現在研究を実施中の組織の

名称その他を知らせる。

　3．特定g：）問題について研究を実行する能力をもつ

（と考えられる）組織名を知らせる。

　4．上記の情報に関連する諸資料（の複写物）を提供

する。

　B．概要と特性

　REGISTERの概念図は図］1－1に示す通りである。

この図でも明らかなように，REGISTERは，研究課題

（またはそれを実施している機関部名）を検索するシス

テムであり，一種のfact　retrievalである。原情報の

内容（研究課題名等）は直接コンピュータにはファイル
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図∬一1．REGISTER概念図

されておらず，カードファイルになっている。コンピュ　　　REGISTERの特性としては次の3点をあげることが

一タによる出力は課題および組織アドレスであって，最　　　できる。

終的なノイズチェックは検索係員が直接課題名を参照し　　　1．原情報は，直接研究機関ヘアンケートをだすこと

て行なう。　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　によって，hotなものを集める。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　158　一一



Library　and　lnformation　Science　No．　12　1974

　2．　情報の分析・検索には，多観点事後組み合わせ方

　　式の十進数分i類　　科学技術分類表（CST）　を用

　　いる。

　3．情報の蓄積・第一次検索にはコンピュータを用い

　　るが，システム全体としては，マン・マシン・コオ

　　ペレーション方式とする。

　C．原情報

　情報源である国内の主な科学技術研究機関に対して，

毎年1回，直接アンケート調査を行ない，そこで実施中

の研究課題組織，研究者数等を把握する。その際，要

覧や研究年報など，研究情報に関する資料も収集する。

調査にあたっては，白紙の調査用紙を送付して記入を求

めることを避け，可能な限り，調査先で行なっている研

究課題をあらかじめ調査し，確認と訂正を求めるように

する。前年も調査を行なった調査先には，前年度に得た

回答を調査用紙に記入して送付し，加除訂正を求める。

　この方法は調査先機関の手間を減らすこととなり，ア

ンケートの回収率向上のうえで大きな効果が認められ

る。なお，昭和48年度においては研究機関の約60％か

らは，年報等の関連資料が送られてきた。

　昭和48年度における原情報の数は，表■一1に示す

通りである。

表∬一1・原　　情　　報　　数（昭和48年度）

研究機関種別 機関数　組織数　課題数

国 立 研 究 所 92 580 5，　014

公社・公団等の研究所 36

61

193 1．　030

国立大学付置研究所 726

国立大学学部付置研究施設 121 204

3，　683

1，　005

都道府県立研究所＊ 164

合 計 474

274　i　2，039

ユ，研「函ラi

アンケート
未　回　収
機　関　数

o

1

2

2

o

5

＊東京都を除く各道府県の研究所については，昭和47年度の研究課題を，昭和47年度

　公設試験研究機関現況（中小企業庁，工業技術院）の記載にもとづいて原情報とした。

　なお，同書所載の研究所は，大部分工業技術関係のものである。

　D・インデクシングおよび科学技術分類表

　　1．インデクシング

　　　a．インデクサおよび作業方法

　インデクサは，研究課題をCSTを用いて内容分析を

行なうのであるから，その作業の適否はREGISTERの

性能と最も深いかかわりをもっといえる。そこで，イン

デクシングは，大学卒業後10年以上の研究実務歴をそ

なえた科学技術専門家，または科学技術情報処理の経験

者に依頼して）・る。またREGISTERは科学技術全分野

の課題を対象としているためインデクサの専門も，物

理，化学，機械，電気，生物学，農学，医学と各分野に

わたっている。

　インデクシングにあたってはこれらの人々が，CST

の項目のうち自己の専門分野に該当する部分（大項目）

（たとえば，医学の人は「7医薬の技術」）を担当する。

そして課題のすべてを必らず上記の各専門のインデクサ

（6名）が目を通すように編成する。

　この方法により，科学技術各分野の研究を，科学技術

全分野の観点からインデクシングすることが可能とな

り，REGISTERの特性である，多観点事後組み合わせ

方式の長所が充分発揮されることが期待される。

　また，インデクシングの効率をあげるため，インデク

サにはインデクシングの方法を具体的に解説した「RE－

GISTERインデクサの手引き」，およびCSTの各項目

に，その糞土の示す概念の下位概念にあたる項目および

その例を付したrCST作業版」を交付する。

　　2．科学技術分類表（CST）

　CSTは，　REGISTERの原情報を整理し，検索する

目的で作成された。そのため，主として，現在実施され

て）・る科学技術の研究に関する情報を対象として考えら

”一一
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れている。整理および検索にあたっては，コンピュータ

を用いて，比較的簡易なシステムで行なうことを想定し

た。

　情報の整理および検索のためにその内容を表示する方

法としては，キーワード方式と分類方式の2つが通常考

えられる。REGISTERは，後者の方式が採られてい
る。

　キーワード方式によらず分類方式を採用した理由は，

つぎのとおりである。

　キーワード方式を採用して，自然語に何等の統制を加

えずに使用するときは，同語異義がしばしばあって混乱

をきたすおそれがあり，しかも，コンピュータに多大の

負担をかけ，漢字が使用できないときは，機械の出力を

読むのにいちじるしく不便である。

　コトバに統制を加えるときは，シソーラスを使用する

わけであるが，現在，既成のシソーラスで実用に耐える

ものが少なくとも日本語のものでは存在せず，新たに作

ることは多大な費用と時間を要する。

　また，シソーラスにとりあげられているコトバは，既

に報戸〆に実用されているコトバである。しかし，RE－

GISTERは，現在進行中の研究課題を取り扱かう関係

上，まだ，田文等に表われてないコトバ，すなわち，シ

ソーラスに加わっていないコトバの意味が，しばしば発

生することが予想される。したがって，シソーラスのコ

トバを用いて，現在進行中の研究課題の内容を表示する

ことは不適当である。概念分類表を用いればこれらの問

題は，ほとんど起こらない。

　以上の点を考慮：した上で，REGISTERのための分i類

表としてCSTが作成された。

　CSTは，全科学技術分野および総合技術，関連分野

を対象として，概念分類の立場に立った10進数蒸けた

の分類表である。

　特徴は2つあるが，そのひとつは「多観点事後組み合

わせ方式」をとっている点である。

　従来の分類は，生物分類や図書分類のように「事前組

み合わせ方式」をとっているのが殆んどである。この方

式では，分類の対象として予想されるものの位置を，あ

らかじめ表の上に定めておかねばならない。したがっ

て，詳しく分類するには階層を多くしなげればならず，

十進数の場合，標数のけた数を増やす結果となる。

　その点CSTは「事後組み合わせ方式」であるから，

科学技術および関連領域における技術等の諸問題をあら

わすために，多くの観点で分類を行ない，分類標数を決

めておき，その標数の組み合わせを利用して研究の内容

を表示できる。つまり，詳しく分類するには，組み合わ

せる標数（観点）の数を増やせばよい。

　CSTのもうひとつの特徴は，「間接定義方式」の採用

にある。

　分類表の各項目の表わす意味があいまいであっては，

分類表を使用できない。この意味の指定をする方法に

は，各項目の定義づけを直接行なう形式と，間接に行な

う形式とが考えられる。

　CSTのとって）・る「間接定義方式」は，分類項目に

該当する具体的な用語や下位概念にあたる語をあげ，分

類項目の表わす意味を間接に定義する方法である。この

方法は，理論的な厳密さには欠けるが，必要に応じて逐

次用語を補なっていけるので，実際に利用するには便利

な場合が多い。現在CSTは，本朝の記述は，「直接定義

方式」をとっている。しかし50音順索引には間接定義

をするためのコトバが項目全体の約半分についてあげら

れており，今後改善を加えて，　「間接定義方式」の分類

表として完全なものにする予定である。CSTは，最初

作られて以来，REGISTERにおいて使用された結果に

もとづいて改訂が続けられており，現在のファイルでは

改訂5版が使用され，ロド改訂6版が作られつつある。

　表1［一2にCST改訂5版の大中項目名および項目

数を示し，図■一2には，CSTの…部を示す。

　E．　ファイル

　　1．　カード・ファイル

　REGISTERの原情報である研究課題名等は，組織カ

ードおよび課題カードの2種類のカードに記入され，ア

ドレス番号順にファイルされている。

　課題カードは，インデクシングカードおよびデータシ

ートを兼ねている。

　　2．　コンピュータ・ファイル

　　　a・ファイルの構成

　ファイルは，マスター・ファイルおよびインバーデッ

ド・ファイルの2種類である。

　マスター・ファイルは，入力データそのままの形で構

成され，課題コードを検索のキーとして，各課題につけ

られた標数を引きだすものである。

　インバーデッド・ファイルは，標降順にその標数が与’

えられた課題コードが配列され，標数からその標数を持

つ課題コードを引きだすものである。

　マスター・ファイルおよびインバーデッド・ファイル

の形式を，図］1－3および図11－4に示す。
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検索式のインデクスの数と検索される課題数との相関

32　エネルギー変換

　　　　（理論的，基礎的なものを扱う。

　　　　実用のデバイス→5533又は583）

320　エネルギー変換一般

3200　エネルギー変換一般

321

3210

3211

3212

3213

3214

3215

3216

3217

3218

3219

322

3220

3221

3222

3223

3224

3225

3226

3229

熱発生・熱交換の技術

熱発生・熱交換の技術一・般

化学反応

原子力

低温発生

E：e　執F巳　　ハ、、

電波，電気振動

摩擦

熱交換

熱ポンプ，冷凍機

その他

熱から動力への技術

熱から動力への技術一般

往復動蒸気機関

回転蒸気機関

往復内燃機関

回転内燃機関

ジェット機関

ロケット機関

その他

325

3250

3251

3252

3253

3254

3259

326

3260

3261

3262

3263

3264

3265

3266

3267

3269

327

3270

3271

3272

3273

3274

3275

3279

電力から電磁エネルギーへの技術

電力から電磁エネルギーへの技術一般

変圧

周波数変換

電磁石

交直変換

その他

熱から電力への技術

熱から電力への技術一般

熱電子発電

熱電発電

光電発電

熱誘電発電

熱磁気発電

MHD発電（MFD発電）

EHD発電（EFD発電）
その他

エネルギー源から電力への技術

エネルギt・・一一・源から電力への技術一般

燃料電池

原子力電池

一一沒d池

生物電池

太陽電池

その他

323

3230

3231

3232

3239

動力から電力への技術

動力から電力への技術一般

発電機

圧電変換

その他

328

3280

3281

3282

3289

エネルギー源から動力への技術

エネルギー源から動力への技術一般

水力利用

風力利用

その他

324

3240

3241

3249

電磁力から動力への技術

電磁力から動力への技術一般

電動機

その他

図11－2．CST本表（例）
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図■一3．マスタ ・一・ t ァイルの形式

　　　b．ファイルの内容（インデクシングの結果）

　現在コンピュータには，総数12，768の研究課題が格

納されている。それらの課題のインデクシング結果を示

すことにより，ファイルの持つ内容の特性を示すと次の

ようになる。

　まず，表11－3に，1課題に与えられたCST標数

（4けたの場合）の数を示す。

　表11－3のデータで計算すると，1課題あたり平均

4．7個の標数が与えられていることになる。

　表■一4に，大項目別分類標数使用結果を，表■一

5に，分類標数度数分布表を示す。

　：F．検索とサービス

　　1．機械による検索

　　　a．検索式の構成

　機械検索はAで述べたように，第1次的には標数の

組み合わせを使用する。2次的には，課題コードによる

ことも考えるが，この部分は当面検索係員によることと

する。

　検索式は，標数と論理記号によって表示する。使用す

る論理記号は，＊（論理債），＋（論理和），￥（否定一

これは必らず前に＊を伴なう）の3種類とする。

　論理記号の使用については次のような制限を設ける。

　論理積……1質問中において9個以内とする。

　否定　　1質問中において1回までとするほか，式に

おいては最後におく，すなわちA＊B＊C＊D＊F＊G＊H＊

＊￥1の形とする（ただしA，B＿＿1は標数を表わ
す）。

　論理和　　1質問中において1回までとし，論理和は
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9 OZ20 1　020±O“003
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2　070116004
7　100403003

3　080701013
8　100404014

wtt　310－l　o　16

9　10040401S
5　　工OO401005

10　410107002
11　410107004 12　422101007 i］　43（FBIOOO4 14　453517003 15　45552500i

10 0123 1　020103011
6　081301012

2　020104eo1
7　100405011

3　040407004
8　130209004

4　080901009
9　200707001

5　080901010
10　200707003

11　200707005
16　410107007

12　410103003
17　453529001

13　410107001
18　560103001

14　410107eO5 15　410107006

11 0124 1　56010300：

12 O工25 1　100407007 2　410103001

13 0129 1　070117011

14 0131 i　loo301eog 2　100499008 3　454008001 4　454008002 5一“一tO1q．2QgL6

図■一4．イソバ．一テッド・ファイルの形式

最後におく。すなわち

　A＊B＊C＊D＊E＊F＊G＊（H　十　1）

　また否定を用いるときは＊￥のひとつ前におき，

　A＊B＊C＊D＊E＊F＊（G十H）＊￥1とする。

　このほか，課題検索か組織検索かを識別する命令も検

索命令に含まれている。

　　　　b．上位標数検索

　ファイルが，課題アドレスと4けたの標数の対応とな

っているため，検索も4けたの暦数の組み合わせとする

のが自然である。

　　しかし，「エネルギー変換のための熱発生における公

害防止に関する研究」を検索する場合は，3210から

3219までの9種と8250からS259まで010種の標数

の組み合わせを取らなければならない（図』：一2参照）。

表■一3．1課題に与えられたCST標数の数

点数の個数

課題数
　（％）

1

469

（3．　7）

2

1474

（11．　5）

3

2，　310

（18．　1）

4

2，　423

（19．　0）

5

2，　088

（16．　4）

6

1，　507

（11．　8）

7

1，　053

（8．　3）

8

644

（5．　0）

9

416

（3．　3）

10

384

（3．　0）

合計

12，　768

（100）
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表■一4．大項目別分類標数使用結果

CSTの
項　　目

分類表にある
項　　目（a）

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

合　　計

138
（46）

354
（57）

99
（22）

107
（36）

100
（35）

209
（42）

366
（53）

179
（45）

115
（32）

1
（1）

（k）

1，　668

（369）

使用された
項　　目　（b）

129
（44）

335
（56）

96
（21）

78
（32）

85
（35）

204
（39）

336
（52）

156
（44）

103
（28）

o

o

（1）

1，　522

（351）

項目のべ使用
回　　数（c）

2，　522

（2，　520）

14，　586

（14，　484）

4，　363

（4，　347）

612
（603）

　2904
（2，　900）

14，　881

（14，　846）

11，　439

（11，　412）

4，　521

（4，　501）

3，　808

（3，　761）

o

o

　（m）
59，　636

（59，　374）

　項目使用回数
比率％（100ci／m）

4．　2

（4．　2）

24．5
（24．　4）

7．　3

（7．　3）

1．　0

（1．　0）

4．　9

（4．　9）

24．　9

（25．　0）

19．　2

（19．　2）

7．　6

（7．　6）

6．　4

（6．　3）

o

o

100
（100）

項目使用率
90　（100　bi／ai）

93．　4

（95．　7）

94．　6

（98．　3）

96．　8

（95．　5）

72．　9

（88．　9）

85．　0

（100）

97．　6

（92．　9）

91．　8

（98．　1）

87．　2

（97．　8）

89．　7

（87．　5）

o

o

（100　1／k）

91．　2

（95．　1）

注）上欄　細項目（4けたの標数）

　　下欄　小項目（3けたの標数）

さらに，「エネルギー変換における公害防止であれば

3200から3289までの49種と8250から8259までの10

種の標数の組み合わせが必要となる。

　これらの検索式の数は，前者では90回，後者では

490回におよぶ。論理和を使うこともできるが，この場

合はいたずらに検索式を長くする（i．とになり，いずれに

しても非常に不便である。

　このような場合に備えて，たとえば3210から3219ま

でをまとめて検索する方式（以下，上位二二検索という）

ができるようにしてある。上位標数検索は実際上の必要

性から考えて，2けたまでにとどめる。

　　2．検索の実例

　次にREGISTERによる検索の実例を示す。

　「金属素材の腐食・防食についての現在実施されてい

る研究課題にはどういうものがあるか」という質問があ

ったとする。

　これを内容分析すると，取り扱かっているものは，加

工の素材としての金属であるから

　52　　被加工物の中の

　5202金属原素材かまたは

　5211金属素材があてはまる。

腐食防止技術は

　53　　単位加工，加工の手段

　533　・表面処理，塗装，表面加工のところを見ると

　（腐食・防食→1493）という参照がついている6こ

れは，腐食・防食は加工の技術であっても，

　149　その他の化学

　1493腐食・防食の化学を用いるということを示して

いる。

　従って検索式は．
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表■一一5．分類年数使用度数分布表

使　用　頻　度

1一一　10

11　nv　20

21　一v　30

31　t一一　40

41　nv　50

51　’v　60

61　n一　70

71　’xv　80

81　t一一　90

91　n一　100

101　一一　150

151　t一一　200

201　一一　250

251　一一　300

301　一一　350

351　t一　400

401　n一　450

451　一一　500

501　一一　550

551．　・一一　600

標　数　の　数

4けた
610

242

163

103

77

49

49

32

20

28

3け，た

64

36

19

14

5

3

4

0

0

1

69

30

25

19

17

15

8

9

11

5

33

26

20

13

8

6

1

3

6

3

601　t一　650

651　t一・　700

701　t一　750

751　r一　800

801　t一　850

851　n一　900

901　一一　950

951　t一　1000

1001　t一一　1100

1101　i－i　1200

1201　t一　1300

1301　一一　1400

1401　一一　1500

1501　i一一　1600

1601　t一　1700

1701　一一　1800

1801　一一　1900

1gol　一一　2000

2001　一v

0

1

0

1

1

合　　　計 1522

2

5

2

1

2

2

2

3

1

1

1

2

351

　1493＊（5202十5211）ということになる。しかし，金属

と指定されなくても金属を対象として含んでいる課題が

あるおそれがある。その場合，520および521として上

位検索をすれば，金属としての標数が与えられていなく

ても適合する課題は検索される。検索式に4けたが1つ

含まれているから，回答として多量に打ち出されること

はないと思われる。

　そこでこの検索式は

　1493＊（520十521）とする。

　図1［［一5に課題検索出力を，図］1－6に組織検索出

力を示す。（この例では質問者は，課題を求めているの

で，実際には組織検索はしない。）

　機械出力された27件について，検索担当者がカード

ファイルによってヂェックする。

　ノイズチェックの結果，質問に該当する課題は，25件

であり，実施している部（組織）数は19である。

　各部毎に，組織カードと課題カードを組み合わせてコ

ピイしたものが，最終的な回答である。

　以上は，1質問に1検索式の場合であるが，実際には

2，3の検索式を要することが多い。

　なお，要望があれば，該当研究課題に関する資料（当

館で所蔵しているもの）の複写を提供することも可能で

ある。

　　3．REGISTERサービスの利用状況

　REGISTERは，1972年度からテストサービスを行な

っているが，研究課題サービスとして1974年度から本

格的にサービスを開始した。

　利用者は主に，企業の研究管理者・情報担当者であっ

て，営業種目拡大に伴なう新技術の開発のための利用が

多い。そのため，関連主題を広くカバーする検索が要求

される。その点，多観点事後組み合わせ方式の分類表に

よって情報を整理し，検索しているREGISTERは大い

に利用価値があるものと考えられる。

　1974年4月から7月までの，検索依頼の総件数は約

40件である。また，依頼先は，企業23，大学の図書館

1，公立の研究機関1，計25か所である。
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REGISTLR　ヵタ、、イ　ケンサク　（ノゴ’イトゥ　カタ“イコ，卜“　イチラン） ！（，IOI／？9　PArtiE；

ケンサク　NJ 1 カート㍉覧　N〔〕 O　Ci　01

　　こゴつえウ　　　　　　　　　　ユらむを

：1，・，17、、iLメ　　ALL

；lfi“／2カラ“メ　　ALL

ll　n’“f3カうσ　　ALL
畳　　　　F“イ　4　ヵラLメ　　　　　　　　　ALL

　　⊃“イトウ又：，　2〕タいイコート、、

　　　　　　　　04u2G8）07，

　　　　　　　　210107003，

　　　　　　　　38639つOO二，

　　≧縦甚　　ケンサク

520X＋　521X

メイレイ　　畳誉うε

∩→021工OL）1，　こ｝4021工OO2，　0402110Q4，　G40211006，　082007004，　0010⊃2006，　1∩01060ユOD　13020200～，　2007030⊃4，

i．36！03（c2，　338e99012，　348099005，　3“sO99Lllo，　35e399co6，　354199006，　36119gCo9，　3！e49900，　Z，　］：3e4990・“3，

4r）4so＝oos，　43433sool，　4sg33soo3，　4］gzosoc6，　sloso20e4，　s37so3002，

イシいヨつ　　　　　2祠7　　ケン

図11－5．課題検索四二力

フンツク　NO 2 た一ト“　No OOOI

REGISTER　ケンTユゥソシ1　7ン　trク　（ヵ、、イトウ　ソシ率コート“　イチラン）
！4／O！／29　PA（iE；　i

ll

Il・　t　3）X7

：ls“flniLメ

：13“　t2nラ6メ

；：P“　f3nラムメ

ll　9“f　4カラ6メ

¢臼e8813a38き耗｝き

　溶ξンce3ξ参3ξタ8ξう3ξう88333688ξ抱6手

　　　　IWBt　　ケンサク　　メイレイ

1493畳　520Xや　521X

ALL

ALL

ALL

ALL

η“イトゥスjL　ケン事ユウソシ串　コート“

　　　　　04020s，

　　　　　210：07，

　　　　　361：99，

潟さ冷eξ怜aa3ξ今キう3桜耗冷89岳与1粥eを≧883a33eξ書ξうξ争31畳

s（・1今ξ

1

う3a333eξうる・ξ袷きう←う3さう3二・3〈・・；（・う（一’ξ耗ラξ～8e3そき㈱eξ粥をう㈱お払う88ξ耗うさx～8ε受≧e33ξうaξ崇うξ管ラξ≧をう393aを｝3ξ36き≧88833ξう83ξ畳毒ε383を：け3ξ≧83ξジ．亡1畳，を　・沿‘；：．

040211，

332001，

380499，

082007，

336103，

386399，

OglOO2，

356503，

434SO5，

Og1502，

5S8099，

454S35，

；OOIO6v　100107t

348099，　S48199，

438203，　510502，

130202，

，550399，

537503，

200255，　200703，

354099，　354！99，

イシいヨウ　　　　　28　　ケン

図：n：一6．組織検索出力

III．検索式構成と検索された

　課題数問との定量的仮説

　A．理論的モデル

　　1．　ファイル

　まず，ファイルのモデルを考える。ファイルは，多種

多様で多数の研究課題に対して，多観点分類法である分

類表の分類標数を複数個与えて作られたものである。

　ひとつの研究課題に対して，分類表の分類計数を複数

個与える場合，つぎの2通りの方法が考えられる。

1）　研究課題に対して一定個数の分i類標数を与える。

2）　研究課題に対して，任意の個数の分類標数を与える。

　以下の考察では，　1）の場合について検討するが，2）

は1）の原理の展開で説明できる。

　考察の便宜上，つぎの仮定を設ける。

仮定1：CSTの各分i類標数は，互いに独立であること。

仮定2：分類表の各分類標数の組み合わせには，制約が

　　　　ないこと。
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　この仮定のもとで，分類表は，その分類標数の個数を

n，ひとつの研究課題に与える分類標数の個数をrとし

たとき，nCr個のCellを用意したことになる。そして，

インデクシングは，研究課題をそのCellのいずれかに

配架することになる。

　この場合，各Cellにそれぞれ1個の（平均頻度が1

として考える）研究課題が配架されたと仮定すれば（仮

定3），マスター・ファイルに格納できる研究課題の数は

nCr個となる。

　分類表の分類標数の個数が，表II　一一2から4けたで

は，1668，3けたでは369あるから，ひとつの課題に与

える分類標数を4個とすれば，

　4けたの場合　　1688C4÷3．2×1011

　3けたの場合　　369C4÷7．6×108

となる。

　　2．検索のモデル

　1で述べたファイルを用いて検索を行なう場合，検索

式のなかの互いに論理積の関係にある分類標数の個数

は，1個，2個，3個，4個の4通りであって，検索式

によって検索される課題の数は，一般的には，

　　　　　　　　（n－m）！
　　　　ソニニ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　げ　（n　一r）！（γ一刎！

　　　　夕：検索される課題数

　　　　ア1：分類表の分類標数の数

　　　m：検索式を構成する互いに論理積の関係が

　　　　　　ある分類標数の個数

　　　　r：ひとつの課題に与えられる分類標数の個数

で表わされる。

　いま，γをA．1に従って4とし，mを1，2，3，

4として，nの各種の価についてyの値を計算すれば，

一言：一1に示すようになる。

　さらにXの値は，mを特定したとき，　nについてそ

れぞれの場合，3次，2次，1次の階差を示し，差分方

程式で表される性質の関数となる。

　したがってXの値を示す曲線（以下，効率曲線とい

う）を作れば，曲線はnの増加に従って，対数曲線に

漸近して行く。また，一定のnに対してmの増加につ

れて減衰する。

　B．現実の場合

　以下，Aで定めた仮定をはずした場合を考える。

　まず，仮定2をはずした場合は，分類表において，実

際に起こり得ない分類標数の組み合わせがあることにな

る。現実にはCSTは，この場合に属する。これは，　A

で述べたCellのなかから，実際に起り得な）・組み合わ

せの分を除いて考えればよい。

　つぎに，仮定3をはずす。REGISTERのファイルで

は，ひとつのCe11にあてはまる研究課題の数には，ば

らつきが当然存在する。この場合，理論的にみちびかれ

表皿一1．検索される課題数（y）
Xxx　m　　　　l
　　－x一一

　　n　一×××××
o＊ 1

　5
　6
　7
　8
　9
　10

100

500

1000

1500

　　5

　15
　35
　70
　126

　210
3．　92　×　106

2．　57　×　109

4．　15　×　loiO

8．　41　×　loii

　　4

　10
　20
　35
　56
　84
1．　57　×　105

2．　07　×　107

1．　66　×　108

7．　48　×　108

2

　　3

　　6

　10
　15
　21

　28
4．　75　×　103

1．　24　×　10b

4．　98　×　loo’

1．　12　×　106

3

　　2

　　3

　　4

　　5

　　6

　　7

9．7×10

4．　97　×　102

9．　97　×　102

1．　50　×　103

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

y＝

（n　一一　m）

（n－r）！　（r－m）！

＊分類表から考えられるCe11の全数

m＝O，　1，　2，　3，　4

r＝4

n＞r
7’　＞M　＞0
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た効率曲線を中心に，利用頻度の高いCe11を対象とし

た検索を行なえば，効率曲線の回帰係数の絶対値が大き

くなり，利用頻度の低いCellを対象として検索すれば，

回帰係数の絶対値が小さくなる。

　仮定1をはずした場合は，分類標数の間に仮定2をは

ずした場合で述べたことと，分類標数のグループ化，す

なわち，上位標数で検索を行なった場合との2つが考え

られる。前者については既に述べたことと同質である。

後者ではCSTを3けたの分類表として考えることにな

る。　したがって，分類虚数の数が減少し，その結果各

表IV－1．

Ce11に配架される研究課題の数が増加したと考えればよ

い。結果的には，効率曲線のmのそれぞれの価でのX

の価が平均的に見て大きくなり，分類標数の数が大きい

場合に比べて検索される課題数が増加するから，曲線は

上方へとシフトする。

　C・仮説の内容

　Aの理論的モデルにもとづけば，Bで述べた現実の問

題を考慮しても，検索式を構成する互に論理積の関係に

ある分類標数の個数と検索される研究課題数との間に

は，分類表における分類標数の数が相当大きな場合，近

1課題に与えられたCST標数の数（実験ファイル）

標数の個数　　　　4

課　　　　題　　　　数　　　　　　　2，423　　　　　2．088

　　（％）　1　（28．4）　1　（24．5）

5　！　6
　　　a

1　　7 i　　8　　i　　g　　i　iO

1，　507

（17．　7）

1・・531644　416
　　　　　
（12．4）　　　　（　7．6）　　　　（　4．9）

　384
（　4．　5）

合　計

8，　515

（100）

表］V　一一2．大項目別分類回数使用結果（実験ファイル）

　CST
大項目

分類表にある
項　　目（a）

使用された項目
　　　（b）

項目のべ使用　　項目使用回数　 項目使用率
回　　　数（c）　比率％（100ci／m）　　％（100　bi／ai）

o
138
（46）

126
（44）

2，　186

（2，　160）

4．　4

（4．　4）

1 354
（57）

322
（55）

94
（21）

75
（30）

81
（35）

　　　11，　921

1　（11，ss2）

1　4，0i2
11　（gi　ggg）

24．　2

（24．　2）

　8．　1

（8．　1）

　1．　1

（1．1）噛

4．　7

（4．　7）

9！．　3

（95．　7）

2

3

4

99
（22）

107
（36）f

100
（35）

　526
　（521）

2，　326

（2，　321）

91．　0

（96．　5）

5
209
（42）

201
（38）

6

1
　　　　366
－Lrmm　L　（i3）．

332
（52）

153
（42）

12，　882

（12，　838）

8，　638

（8．　617）

95．　0

（95．　5）

70．　1

（83．　3）

81．　0

（100）

26．1
（26．　2）

66．　2

（90．　4）

7
179
（45）

17．　5

（17．　6）

　7．　5

（7．　5）

　90．　7

（98．　1）

．．一　t　tt　一fi－N”一”rr　．t　1

3，　708

（3，　695）

85．　5

（93．　3）

8
115
（32）

98
（26）

3，　081

（3，　069）

6．　3

（6．　3）

85．　2

（81．　3）

9
1
（1）

合、計
　　　　（k）

1　1，668
　　　（369）

o
（o）

o
（o）

o
（o）

o
（o）

1　（1）
　　　1482
　　　（343）

　（m）

49，　280

（49，　066）
100
（100）

注）上欄：細項目
　　下欄：小項目

　　　（100　1／k）

　　　　88．　9
　　　　（93．　0）

（4けたの町鳶）

（3けたの標数）
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表W－3．分類標数使用度数分布表（実験ファイル）

使用　頻　度
標　数　の　数

4けた 3けた
1一一一　10

11　n一　20

21　t一一　30

31　nv　40

41　”一　50

51　t－v　60

61　一一　70

71　nv　80

81　’xv　90

91　n一　100

654

249

149

94

63

46

45

18

30

18

75

33

27

17

13

11

12

10

14

9

a1

601　t一　650

651　”一　700

701　一一一　750

751　一一　800

801　一一　850

851　n一　900

901　一一　950

951　一一　1000

1001　t一　1100

110　1一一　1200

1201　t一一　1300

1301　一一　1400

1401　一一　1500

1501　r一一　1600

1601　一一　1700

1701　一一　1800

1801　t一　1900

1901　一一　2000

2001　一一

1

！

1

101　t一一　150

151　t一一　200

201　一一一　250

251　一一　300

301　n一　350

351　一一　400

401　一一　450

451　’一　500

501　t一　550

551　一一　600

57

25

14

8

5

3

2

27

31

14

8

6

2

7

6

1

4

4

1

2

2

3

1

合 計

1

1482

1

343

似的に一般的関係が成立つことが予想される。そこで，

つぎの仮説を立てることとする。

　仮説．検索式で検索される研究課題数の対数は，検索

　　　　式を構成する互いに論理積の関係にある分類標

　　　　数の個数の1次函数となり，1次の係数は負の

　　　　価をとるであろう。

　この仮説を回帰方程式の形であらわせば，

　　　　　　　109】r＝bo十bユX

　ここに

　　　　　　　X：分類標数の個数

　　　　　　　Y：検索される課題数

　　　　　　　∂o：定数

　　　　　　　b・：回帰係数b、〈0

となる。

A．実験方法

　1．概　要

IV．実　験

　IIIで述べた仮説を検証するため，検索式を構成する

互に論理積の関係にある分類標数（以ド，標数という）

を1個から4個まで変化させ，検索実験を行なって，検

索される課題数を求め，標数の個数と検索される課題数

との関係をあらわす回帰方程式を計算した。（以下，本

報告では，ひとつの検索を構成する標数はすべて互いに

論理積の関係にあるものとする。）

　検索に用いた標数は，CSTの細項目をあらわす4け

たのもの，および細項目の属するすぐ上の上位概念の小

項目をあらわす3けたのものの2種類である。

　なお，実用の検索における上記の関係を知るため，上

記と同様の方法で実験を行なった。

　　2．実験に用いたファイル

　実験AおよびBでは，1［［で述べたREGISTERのファ

イル（以下，実用ファイルという）から，4個以上の標

数が与えられている8515の研究課題をすべて抽出した

ファイル（以下，実験ファイルという）を用いた。

　実験ファイルの内容を，表IV－1，表W－2および
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］V－3に示す。実用ファイルの内容は，表豆一3，］1－

4，および：［［一5に示されている。

　　3．検索式

　　　a．標数4個を含む検索式の選択

　実際に用いた検索式は，REGISTERで使用可能なも

ののうち，式のなかに含まれる標数が互に論理積にある

ものだけとした。

　CSTで用いられている標数の種類は，4けたで1．668，

3けたで369，うち現在のファイルで実際に使用されて

いるものは，4けたで1，522，3けたで343ある。この

開　増

齢術数の

上位標数を
r．）くる

4個の分類標数
（3けた）

［司じ標数を

12個以上持つ
　課題を除く

標本課題

143個

L

以下眠けたの

場含と同じ

検索式（3けた）

143×4　＝572

実験フプイル

標本課題を
ランダムに才由｝U

（抽出率÷1／45）

標本課題188個

A

講論〉
数＞4？

　　Y

分類回数4個を
・ランダム；こオ由出

使川頻度の小　1

さいものを除く

1個の分類標数

4個の分類歯数

（4けた）

完了

／3けた

　　　4けた

使用頻度最小

の’ものを除く

3個の分類標数

使用頻度最小

のものを除く

2個の分類標数

i
　検索式（4けた）

　188　×　4一一一．752

完　了

　　　　　　　　　A

図W－1．検索式作成の手順
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なかから任意に4個の標数を選んで，それらが互に論

理積の関係にある検索式を作れば，その数は，4けたで

1525C4≠2．3×1011，3け’たで34，・　C4　＃　5．7×108である。一

方，ファイルに格納されている研究課題の総数は，実用

ファイルで1．3×104個である。したがって，上記の検

索式の大部分は，検索される課題がファイルのなかには

実在しない。

　そこで，実験に用いる検索式はすべて，それを用いて

検索を行なったとき，検索される研究課題が，ファイル

のなかに少なくともひとつは存在するようなものを選択

した。

　　　b．　3個以下の標数を含む検索式の選択

　aで決まった呉羅4個を含む検索式から，順次標数を

除いて，標数を3個から1個まで含む検索式を作る方法

は，いろいろ考えられる。これを大別すると，

a）ファイル中での使用頻度の小さいものから順次除い

　　て行く。

b）ファイル中での使用頻度の大きいものから順次除い

　　て行く。

d）ファイル中での使用頻度の無関係に，任意に除いて

　　行く。

の3通りになる。

　実際の検索では，まず標数1個をえらび，順次2個，

3個とふやす考えかたで検索式を作る場合が多い。した

がって，現実には，上記のa，b，　cは，

a）ファイル中での使用頻度の最も大きいものを選び，

　　使用頻度の順につけ加える。

b）ファイル中での使用頻度の最も小さいものを選び，

　　使用頻度の逆順につけ加える。

c）全く任意に行なう。

となる。

　いずれの方法によるかは，質問の性格が包括的である

か，一点指定的であるか等の条件によって決まる。そし

て，効果曲線は，それぞれ異なるものとなる。

　筆者らは，まず，a）の方法による実験を行なうこと

とした。　b），c）については，現在実験中であり，本

報告ではa）の場合を取り扱う。

　　　c．検索式作成の手順と実例

　検索式作成の手順を図IV－1に示す。

　実　例

　　標本課題No．2

　　与えられた標数：5544，5504，5502，3226，5533，

　3119

　　ランダムに抽出された4個の標数：5502（415），

　5533（311），5544（229），3119（19）．（　）内はファ

　イル中での使用頻度。

　　検索式（4けた）：5502＊5533＊5544＊31195502＊

　5533＊5544，　5502＊5E　33，　5502

　　上位標数：　550（2672），553（2082），554（485），

　311（42）　（）内はファイル中での使用頻度。

　　検索式（3けた）：550＊553＊554＊311，　550＊553

　＊554，　550＊553，　550

　　注）＊は論理積をあらわす演算子

　　標本課題No．6

　　与えられた無数：1435，！437，2523，5201

　　検索式（4けた）は前例と同様に作成。

　　上位1票数：　143，143，252，520

　　この場合同じ標数143が2回出現するので．3けた

　の検索式作成には，この標本課題は使用しない。

　この方法で，検索式を作成したため，4けたの場合と

3げたの場合の実験回数が異なることになった。3けた

の場合除去された標本課題と同数の課題を新に抽出して

補充し，実験回数をそろえることが望ましいが，理論的

考察には支障がないので，時間の関係上，補充は行なわ

なかった。

　　4．検索実験

　3の方法で作成した検索式で，実験ファイルおよび実

用ファイルを用いて，検索実験を行なった。　（実用ファ

イルについては，4けたの場合のみ）ただし，標数1個

の検索は，ファイルから作成した分i類極数別該当課題数

表のデータを用い，機械検索は行なわなかった。

　検索実験の結果の1例を，表］V－4に示す。実験の

所要時間は，表W　r5のとおりである。

　　5．回帰方程式の計算

　4の検索実験の結果得られた検索される課題数と検索

に用いた検索嚢中の分類画数の個数との関係から皿にあ

げた回帰方程式

　　　　　　　　log　Y＝　bo十biX

の回帰係：xf　b，，定数項bo，10g　YとXの相関係数rおよ

び回帰係数検定（H。：b、＝0）のためのt値を算出した。

　なお，実用ファイルを用いて，4けたの分類標数で検

索を行なった場合について，188種の検索式のなかから，

25例ずつ任意に抽出して，一ヒ記と同様にb、，bo，　r，お

よびtを算出した。

　B・実験結果

　実験の結果得られた回帰方程式のb。とb、，rおよび
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　表］V－4．検索実験の結果（例）
　　　　　　標　本　課　題No．2

t

　標け
　数た
　の数

4

3

検 索 式

5502　＊　5533　＊　5544　＊　3119

5502　＊　5533　＊　5544

5502　＊　5533

5502

550　＊　553　＊　554　＊　311

550　＊　553　＊　554

550　＊　553

550

検索される課題数

実験ファイル 実用ファイル

2

3

40

361

4

71

576

2365

2

3

40

415
x．．．．

D
×
×

×
・×

xx
??

×

表IV－5．検索実験の所要時間

標数の

けた数

4

3

検索式中の
標数の個数

4

3

所要時間＊（秒）
実験ファイル 実用ファイル

4．　5 5．　3

4．　0 4．　2

2

4

3．　6 3．　8

182．　5

3

2

87．　7

63．　5

尺㎜
　　＼．、

　　　　へ　

1　　＼
1　　　　　＼
i　　　　＼＼＼

＊1回の検索についての平均値

tの値は，表W－6に示したとおりである。回帰方程

式のあらわす回帰直線を図IV－2に示す。

表W－6．実験結果
　a．実験ファイルにおける結果

検索式の分類
標数のけた数

4

3

回帰係数　　定数項

　bi　i　bo
一　O．　732

（一45．532）＊

　　一　O．　882
．iL一（＝．：　一4－9：　8i　52－1

2．　841

3．　737

相関係数

　r

一　O．　857

一　O．　902

　　　　　　　　V．考　察

　A．仮説の検証

　表］V－6に示されたとおり，相関係数rの価は

一〇．856～一〇．902であっていずれも高く，t値の絶対値

もすべて大きい。またbユの値はすべて負である。この

ことは，検索式を構成する標数の個数の増加につれての

検索される課題数の減少は，対数関係で近似される可能

性を示している。

　図W－2に示された回帰直線のA（実験ファイル4け

た検索），B（同じく3けた検索）を比較すると，　BはA

に比べて上方にシフトしている。このことは，III章の
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b．実用ファイルにおける結果

検索式の分類
標数のけた数

4

回帰係数
　bi

一　O．　774

（一47．651）＊

定数項
　bo

2．　986

相関係数

　r

一　O．　867

c．実用ファイル4けた検索の

サンプリング実験結果（25例）

懇酬回壁数

1

2

　　一　O．　754
F
　　（　一一　16．　688）　＊

11m一一．一

3

4

一　O．　799

（一一16．733）＊

一　O．　743

（一17．956）＊

一一@O．　777

（一22．055）＊

定数項
　bo

3．　033

2．　998

2．　924

2．　942

相関係数

　r

一　O．　856

一　O．　856

一　O．　872

一　O．　902

3

2

蕪

難1

逞

螺

＊（）内はt値

C一　一一一　一一一　一一／

A一一一一一・一

A：実験ファイル4けた検索

B：実験ファイル3けた検索

C：実川ファイル4けた検索

くT一一一一 ﾚ二＿　　一B

o 1　　　　　　2　3，　4検索式のなかの分類回数の個数一〉

図IV－2．回帰直線

B・現実の場合，で述べられたことを支持している。・

したがって，仮説は検証されたことと考えられる。

B・実験ファイルと実用7アイルにおける回帰直線の

　　関係

図rv　一一一2に示された回帰直線のA（実験ファイル4

けた検索），C（実用ファイル4けた検索）を比較する

と，検索式を構成する僧尼が少ない場合は，それが多い

場合に比べて回帰直線上の点は上方にあり，工数の個数

の増加とともに両直線上の点の差が小さくなっている。

これは，実験ファイルが，実用ファイルのうち，3個以

下の噸数が与えられた課題を除いたものであることから

考えて当然のことである。

　実用ファイルを用いての3けたの標数による実験は行

なっていないが，おそらく同じ傾向をとることと考えら

れる。

　C・回帰直線の傾斜

　図1V－2の回帰直線A（実験ファイル4けた検索）と

B（実験ファイル3けた検索）との傾斜を比較すると，

傾斜はBの方が大きい。（表IV－6　aにおv・て，4けた

のb1　＝・一〇．732，3けたのb1＝一〇．882）

　その原因は，皿一3で述べたように，標数3個以下で

構成される検索式を作る方法として，a）の方法を採用

し，標数4個のものから，ファイルにおける使用頻度の

小さいものから順次取り除いて，標数3個，2個および

1個で構成される検索式を作成したことに起因すると考

えられる。

　これを検証するためには，皿：一3におけるb），c）の

方法による実験を行なう必要があろう。

　D・実用ファイル4けた検索のサンプリング実験

　表IV－6　bおよび。の結果を比較すると，少数例を抽

出して行なったサンプリング実験の結果は，多数例で行

なった実験結果と良い一致を示している。このことは，

実験を少数例で行なっても実際上支障がないことと考え

られ，今後実験を行なう際の計画立案上有意義である。

　E・実用検索における検索される課題数

　表IV－6　bに示された結果から，実用の検索におい

て，検索式を構i成する標数の個数を決めた場合，検索さ

れる課題数を現在程度のファイルサイズにおいて推定す

ることが可能となる。

　たとえば，図］V　一一2によれば，平均的に約20個の課

題が検索されるようにするためには，4けたの標数2個

年論理積の関係で結んだ検索式を用いればよ）・ことにな

る。

　REGISTERやRECRASに対する情報需要は，需要

者によってさまざまな形がある。たとえば，「海洋に関

する研究のすべて」といった場合は，質問に該当する課

題の数の多少は問わず，そのすべてを提供しなければな

らない。しかし，研究者からの質問には，このような包
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括的な質問の例は少ない。範囲のせまい情報を求める場

合，システムの出力にもとづいて，更に詳細な調査を行

なうことを考えると，あまり多数の課題を出力すること

は実用的でない。

　そこで，検索を行なう前に，機械が出力するであろう

課題の数を大体限定し，それに適切な検索式を作る必要

がある。このためには，検索に用いるファイルについ

て，検索式の回数の個数と検索される課題数との量的関

係を知っておかなければならない。したがって上述の例

をあげたような関係は，REGISTERを運用するうえで

有用である。

VI．あとがき

　REGISTERを効果的に運用し，情報需要者の要求に

応えるサービスを行なうためや，RECRASの開発のた

めには，種々の技術的・情報学的知見が必要である。

　その知見を得るための研究の例としては，本報告で指

摘しながら未だ研究途中の検索に関する問題のほか，分

類表の構成に関する問題インデクスを行なう際のイン

デクサの思考態度に関する問題などがあげられる。これ

らの諸問題を解決するためには，REGISTERおよび

RECRASのデータを利用した各種の実験および統計的

取扱いが必要となる。これらについては，今後の研究に

まつことにする。

　REGISTERの開発に当っては財団外部の多くのひと

びとや機関から指導，援助を受けた。特に，押田勇雄

（上智大学理工学部），古賀晴人（三菱開発株式会社），

佐々木敏雄（東京大学農学部），沢本孝久（慶応義塾大

学文学部）および中村幸雄（日本通信協力株式会社）の

各位（五十音順）からは，開発の当初から引きつづいて

懇篤な指導を得ている。筆者らはここに上記の各位に対

して最も深厚な敬意と謝意を表する。

　慶応義塾大学文学部沢本孝久教授は，本研究に対して

最も貴重な示唆を与えられ，また原稿の校閲を賜わっ

た。筆者らは，同教授に対し重ねて厚く敬意と謝意を表

する。

　電力中央研究所経済研究所員浜田宗雄氏は，本研究の

うち統計的理論の取り扱いについて極めて貴重な指導を

与えられた。同氏に対して深く感謝する。

　日本科学技術振興財団システム開発室員皆川敏一氏，

同沖永哲哉氏，同財団情報管理部電算機課員鈴木浩氏か

らは，本研究に必要な計算プログラムの作成および計算

ならびにデータ整理に関して，熱心かつ有効な援助を得

た。3氏に対して厚く謝意を表する。
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